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 はにゅうしりつとしょかん 

 

 

「みずくさむらとみずべむら」 

カズコ G.ストーン/さく 福音館書店 E/ヤ 

ほたるいけの中
なか

に「みずくさむら」という小
ちい

 

さな村
むら

がありました。雨
あめ

が降
ふ

ってくると、あ 

めんぼやげんごろうたちは

大喜
おおよろこ

びで波乗
な み の

りをしたり

して遊
あそ

びましたが…。 

「きっとみずのそば」 

石津 ちひろ/文 文化出版局  E/キ 

ある日
ひ

、ぼくの飼
か

っている鳥
とり

のワゾーがいな

くなった。「きっとみずのそ

ば」という手紙
て が み

を手
て

がかりに、

ぼくはパパとワゾーさがしの

旅
たび

に出
で

た…。 

「水
みず

は、」 

山下 大明/写真 福音館書店 E/ミ 

水
みず

は、雨
あめ

となって森
もり

にふる。そして木
き

や苔
こけ

や土
つち

にしみこんで、森
もり

にたくわえ

られる-。自然
し ぜ ん

の営
いとな

みを撮
と

り

続
つづ

けてきた著者
ちょしゃ

ならではの、

力強
ちからづよ

く美
うつく

しい、水
みず

の恵
めぐみ

み

を訴
うった

えかける写真
しゃしん

絵本
え ほ ん

。 

「みずくみに」 

飯野 和好/絵と文 小峰書店 E/ミ 

里山
さとやま

うまれのちよちゃんは、沢
さわ

遊
あそ

びが大好
だ い す

き。

今日
き ょ う

は小犬
こ い ぬ

のくろといっし

ょに、おいしい水
みず

をくみに

いきます。新緑
しんりょく

や沢
さわ

の水
みず

、

山
やま

の生
い

き物
もの

を生
い

き生
い

きと描
えが

いた絵本
え ほ ん

。 

「水
みず

たまりおじさん 」 
レイモンド ブリッグズ/作 BL出版 E/ミ 

おじさん! ぼくの水
みず

たまり、ある? 水
みず

たまり

を背負
せ お

ってやってくる水
みず

たま

り お じ さ ん と 少年
しょうねん

と の

不思議
ふ し ぎ

なひとときを描
えが

いたコ

マ割
わ

り絵本
え ほ ん

。 

「水
みず

はうたいます」 
まど みちお/詩 理論社  E/ミ 

ひとしずくの水
みず

は、まるで透明
とうめい

な音符
お ん ぷ

。それは、

あつまり、ながれ、天
てん

にのぼり、

地
ち

にふって、うたいながら、世界
せ か い

をめぐる-。 

「もぐらのほったふかい井戸
い ど

」 

安房 直子/作 金の星社  E/モ 

モグラのモグ吉
きち

はわずかな土地
と ち

を買
か

い、長
なが

い

長
なが

い年月
ねんげつ

をかけて深
ふか

い深
ふか

い

井戸
い ど

を掘
ほ

った。おいしい水
みず

が

出
で

るようになると、1杯
ぱい

を銀貨
ぎ ん か

1枚
まい

で売
う

るようになり…。 

「おいしいみず」 

片山 健/さく 農山漁村文化協会 E/オ 

みずがめさんのおいしいみずは、動物
どうぶつ

たちが 

飲
の

めば飲
の

むほど、尽
つ

きることなく湧
わ

いたので

す。ところがある日
ひ

、見
み

たこ

とのない色
いろ

みずのみずがめが

やってきて…。 

「みずとはなんじゃ?」 

かこ さとし/作 小峰書店 E/ミ 

朝
あさ

起
お

きて、顔
かお

を洗
あら

う「みず」。うがいをしたり、飲
の

んだりする「みず」。花
はな

や植木
う え き

の根本
こんぽん

に注
そそ

いでやる「みず」

…。水
みず

は一体
いったい

どんなものなの

でしょうか?  

「みずたまのたび」 

アンヌ  クロザ/さく 西村書店 E/ミ           

ネコの水
みず

入
い

れに、ひとつぶのこった小
ちい

さな

みずたまが旅
たび

にでる。太陽
たいよう

の

おかげで空
そら

に舞
ま

い上
あ

がり、雲
くも

にのり、雨
あめ

になって…。 

「水
みず

の絵本
え ほ ん

」 

長田 弘/作 講談社 E/ミ 

どんな ものより すきとおってて どんな 

いろも してないのに どん

な いろにでも なれるもの

-。 

「みずちゃぽん」 

新井 洋行/さく 童心社 E/ミ/ﾊｼﾞﾒﾃ 

水
みず

、ぴちゃ。つぎつぎに、ぽと、ぽた、ぽ

しゃ。あっちこっちからざあ

ー! 身近
み ぢ か

な自然
し ぜ ん

である「水
みず

」

の 勢
いきお

いや清涼感
せいりょうかん

が味
あじ

わえ

る新感覚
しんかんかく

絵本
え ほ ん

。 

「じゃぐちをあけると」 

しんぐう すすむ/さく 福音館書店 E/ジ 

じゃぐちをあけて、さあ、はじまり。指
ゆび

では

じいて、チュッ。手
て

でたた

いて、パシャーン。コップ

にあてて、すべりだい。コ

ップのうえにあてると、み

ずのふうせん…。 

「みずたまレンズ」 

今森 光彦/さく 福音館書店 E/ミ 

雨
あめ

にぬれた花
はな

や葉
は

っぱ、くもの巣
す

などにた

くさんついている、キラキ

ラ光
ひか

るきれいなみずたま。

小
ちい

さな虫
むし

になったつもり

で、そっと丸
まる

いみずたまの

中
なか

を覗
のぞ

いてみると…。 

みずのえほん💧 


